
志布志市立松山中学校便り 

令和５年度  第８号 （R５.11.16発行） 

常磐の松  
【顔をあげて 胸をはって 自分の言葉で】 

【 １２月の主な行事予定 】（12/１～学力定着期間 ）  
１日（木）  安全点検日 駅伝チーム編成 職員会議  
４日（月） 環境壁新聞発表リハーサル 
５日（火） 全校朝会 環境壁新聞・小中交流学習会 
７日（木） 第４回学校運営協議会 市学校保健会研究大会 
９日（土） 土曜授業,人権教室，１・２年学級ＰＴＡ 
11日（月） 全体体育（校内駅伝に向けて） 
12日（火） 第２回学校保健委員会,薬物乱用防止講演会 

（宮崎ダルクによる講演会） 
13日（水） 生徒会専門部会・代議委員会 
14日（木） ２年食に関する学習 ３年医薬品の正しい使い方 
15日（金）  芸術鑑賞事業「宮井紀之コンサート」（体育館） 
16日（土） 志学教室 
17日（日） ＰＴＡ生活指導部門松作り（8：30～） 
19日（火） 校内駅伝大会 
20日（水） 校内駅伝大会予備日① 
21日（木） 校内駅伝大会予備日② 
22日（金） ２学期終業式・大掃除 
29日（金）～1月3日（火） 学校閉庁（年末年始休暇）  

文化発表会・教育講演会 
11月１日（水）に実施した文化発表会及び教育講演会は,大成功のうち

に終了しました。各学年の合唱に始まり,1年生の環境学習発表,２年生の
下駄ップとストンプ（ダンスと日用品を楽器に見立てた合奏）,そして３
年生の創作構成劇「TOY ｽﾄｰﾘｰｽﾞ」とユニークな演目が続きました。勿論ス
テージ慣れしている吹奏楽部の演奏が圧巻だったのは言うまでもありま
せん。さらにレシピコンテストの表彰式も行われ,充実した内容となりま
した。生徒が自主的に練習や準備に取り組み,完全燃焼した文化発表会で
した。 
午後の教育講演会では,曽於市から澤俊文さんをお招きして平和につい

て講演をしていただきました。松山地区にも戦跡があること,岩川地区の
夜間攻撃部隊である芙蓉部隊のお話を通して平和の尊さや命の大切さを
学びました。 
「地域が育む鹿児島の教育～県民週間～」の初日でしたので地域の方々

も含めて沢山の方にご来校いただきました。ありがとうございました。 
  

 
 
 

鹿児島県中学校駅伝競走大会出場！ 
（指宿市営陸上競技場） 

 11月９日（木）に行われた鹿児島県中学校駅伝競走大会に,地区代

表として松山中の男子チームが出場しました。この日のために,朝

夕,休日も練習を重ねてチーム一丸となって臨みました。 

 結果は36位でした。名だたる強豪チームとともに出走できたこと

が,何よりも勉強になったようです。選手の皆さん,お疲れさまでし

た。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

  

               

    

 

 

 

                
  

  
    

                   

 

 

  

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月26日（木）に行われた生徒総会では,新旧生徒会役員の引き継ぎも
行われました。これまで学校のために中心となって活動してきた第 77 代
生徒会から第78代生徒会へのバトンタッチです。 
3 年生を主体とした生徒会役員にねぎらいの意を表して感謝状が渡さ

れ,生徒会長が 1 年間の取組を振り返りながら活動への協力に対して全校
生徒に感謝の気持ちを述べました。 責任をもって務めを果たせたことに
対する感無量の表情が印象的でした。また,新会長 
が「十人十色のOne team」という新たなスローガン 
を表明し,互いの個性を認め合って誰一人取り残さな 
い松山中を作りたいと熱い思いを訴えました。 
今後,ますます活性化する松山中が楽しみです。 
  

  

 

学校HPは
こちら↑ 

 

 

 

 

志布志市道徳推進教師研修会 
 10月25日（水）に市の研修会が本校で行われ2年生の研究授業が公開されま
した。「なぜ、社会には法やきまりがあるのだろうか」という学習課題について
考えました。ゲストティーチャーとして松山駐在所の竹本さんにもお越しいた
だき松山や志布志市の交通違反等の状況や警察官としての思いを話していただ
きました。 
 

 

襷（たすき）をつなぐ 他                                  

校長 岡元 次郎 

 

  私が関わっていたので、少し手前みそになりますが、11月 9日に中体連県

駅伝競走大会が指宿で開催されました。本校男子チームも地区大会３位とい

う成績で県大会に出場することができました。結果は36位で悔いなく戦えた

と思います。レースの中で最も声援が大きいのが中継所付近かもしれません。

「襷をつなぐ」シーンです。全力で走り込んで次の走者に全てを託してタスキ

を渡す。選手も応援している方も力が入り、感動をもらいます。冬のスポーツ

の時期になり、その中でも駅伝は人気があります。駅伝用語での「襷をつなぐ」

という言葉の意味は上のシーンになりますが､この言葉が 

転用され「途中の状態である物事を次の人へ受け渡す」 

という意味でも使われています。 

  この今月号の学校便りにも記事として載せてあります 

が生徒会のバトンタッチもこの「襷をつなぐ」ことにな 

ります。他にも学級の生徒会組織、掃除当番、または少 

し時間がたちましたが、部活動の１・２年生への移行も 

そうなります。学校全体の動きが３年生から１・２年生 

に移っていきます。タスキをつなぐ人の想い。受け取る人の想いや覚悟。それ

ぞれだと思いますが、学校も社会も多かれ少なかれタスキをつなげたり、受け

取ったりして成り立っています。相手の想いを考えながらつないでいくとそ

の後の行動がより良き方向に行くと思います。    

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 11月11日～12日にかけて「やっちく松山藩  

秋の陣祭り」が4年ぶりに完全開催されました。 

本校生徒も吹奏楽部演奏や各部等のボランティ 

ア参加があり、祭りに大きく貢献してくれました。 

これからも一人一人の力の結集で地域を大いに盛 

り上げていってください。             〔弓道部女子なぎなた隊〕↑   

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  9月に行われた体育大会の際に、学校にある砂が足り 

なかったので、大迫建設さんに相談させてもらったと 

ころ、ご厚意でたくさんの砂を寄付していただきまし 

た。ありがとうございました。 

（お礼とご報告が遅れてしまったことをお詫びいたし 

ます。） 

 

 
〔スタート前〕 

 

  


